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部分液体換気法(PLV)は、気道中に液

体パーフルオロカーボン (PFC)を注入し

た状態で、従来の陽圧式人工呼吸を行う方

法である。これまでの報告では、肺傷害に

おいて PLVがPau2を改善させることが示

されてきたが、 PLV施行時の肺内の PFC

中の酸素分圧 (PPfcu2) に関しては、明ら

かにされていない。今回の研究では、 1回

換気量 (VT)の設定や PFCの採取部位と

Ppfcu2 の関係について調べた。

【方法】 7羽のニホンシロウサギ(体重2.7

"'3.3kg)を、麻酔下に気管切開し、生食に

よる肺洗浄を行った後、 perflubron15ml1kg 

を気管内チューブより注入し、 PLVを開始

した。 FIu2は 1.0、呼吸回数は 30回/分と

し、 VTは30m!と 50mlの2通りの設定を

行った。呼吸回路に間置されたゴム製の隔

膜より、 2本の硬膜外チュープ(外径

0.9mm)を挿入し、 PFCの採取に用いた。

そのうち 1本はファイパースコープによる

ガイド下に、左下葉枝に挿入し、気管分岐

部から 5"'6cm末梢に留置した (DISTAL)。

もう 1本は気管内チューブ先端まで挿入し

た (PROX)oVTが30m!と 50mlになるよ

うに設定したときの、 2カ所の採取部位で

のppfc02およびPa02を血液ガス分析装置

で測定した。

結果は、平均値±標準偏差で示し、統計は、

採取部位と VTについて、 2元配置分散分析

により検定した。

【結果】 VTを 30mlに設定したときには、

Pau2が243:f:114mmHgとなり、 DISTAL

での PPfCu2は 247土82mmHg、PROXで

のppfc02は、 366:f:42mmHgとなった。 VT
を50mlに設定したときには、 Pau2が517

:f:83mmHgとなり、 DISTALでの PPfc02
は331:f:71mmHg、PRuXでのppfc02は、

444:f:25mmHgとなった。 PPfCu2は、採取

部位で有意に異なり (pく0.0001)、VT設定

により有意に変化した (p=0.0015)。

【結論】(1) PPfCu2はVT設定により変化

した。 (2)末梢気道と中枢気道で PPfc02
に差が生じうることが示された。




